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十
月
・
神
無
月
の
季
。
豊
か
な
実
り

の
月
、
さ
わ
や
か
に
少
し
ひ
ん
や
り
と
、

空
も
、
池
も
、
沼
も
、
全
て
が
透
明
度

を
増
し
遠
く
の
山
も
近
く
に
見
え
て
い

く
、
秋
虫
の
音
色
も
澄
み
と
お
り
、
空

は
カ
テ
ド
ラ
ル
の
天
井
を
描
か
れ
る
レ

オ
ナ
ル
ド
・
ダ
ビ
ン
チ
の
絵
の
よ
う
な

濁
り
の
な
い
見
事
な
空
色
を
時
と
し
て

与
え
て
く
れ
る
。
文
字
ど
う
り
爽
秋
の

季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
は
見
事
な

紅
葉
に
出
会
う
の
で
あ
ろ
う
か
、
私
達

の
こ
の
故
郷
の
秋
を
、
自
慢
の
故
郷
を
、

息
を
止
め
、
一
点
に
瞳
を
定
め
、
こ
の

秋
の
移
ろ
い
を
時
間
の
移
り
行
く
時
を
、

神
が
・
自
然
が
与
え
て
く
れ
る
こ
の
素

晴
ら
し
さ
を
、
体
で
感
じ
、
行
く
秋
を

惜
し
ん
で
参
り
た
い
。
自
然
が
澄
む
よ

う
に
、
倫
理
を
学
ぶ
一
員
と
し
て
自
分

の
心
を
澄
ま
し
て
行
こ
う
と
思
う
。

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
倫
理
法
人
会
平
成

十
九
年
度
〝
日
本
創
生
・
大
５
万
社
〞
、

輝
か
し
い
記
念
の
年
に
入
り
ま
し
た
。

　

平
成
十
八
年
度
中
は
、
皆
様
か
ら
は

特
段
の
お
力
を
得
、
強
力
な
態
勢
を
、

特
に
上
山
倫
理
法
人
会
を
新
し
い
倫
理

の
仲
間
を
作
っ
て
戴
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
各
種
事
業
に

付
き
ま
し
て
も
ご
支
援
を
戴
き
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

わ
が
山
形
県
倫
理
法
人
会
、
今
年
度

は
一
〇
〇
〇
社
達
成
、
目
標
完
遂
の
年
、

年
度
も
ち
ょ
う
ど
巡
り
、
創
立
十
五
周

年
慶
賀
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
心
が
奮

い
立
つ
思
い
で
あ
り
、
信
念
の
決
意
を

固
め
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
今
年
の
山
形
県
倫
理
法
人
会
活

動
初
め
、
先
月
九
月
十
三
日
（
水
）
、

平
成
十
九
年
度
辞
令
交
付
式
が
天
童
市

倫
理
法
人
会
例
会
場
・
滝
の
湯
ホ
テ
ル

さ
ん
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
部
よ
り
中
西
局
長
、
三
浦
方
面
長

を
お
迎
え
し
、
中
西
局
長
よ
り
一
人
一

人
に
丁
寧
に
、
心
に
染
み
渡
る
お
言
葉

を
頂
き
な
が
ら
、
会
場
を
真
剣
な
空
気

が
満
ち
る
中
、
辞
令
を
授
か
り
ま
し
た
。

　

広
い
会
場
を
一
杯
に
し
整
然
と
大
ス

テ
ー
ジ
上
で
進
行
を
す
る
さ
ま
に
接
し
、

過
去
の
辞
令
交
付
と
一
変
し
、
隔
世
の

感
の
趣
で
あ
り
ま
し
た
。

　

辞
令
授
受
後
、
各
単
会
会
長
、
各
委

員
長
、
締
め
に
拡
大
委
員
長
の
決
意
表

明
が
な
さ
れ
、
満
堂
に
響
き
渡
り
、
心

改
ま
る
時
で
あ
り
ま
し
た
。
今
年
度
各

単
会
に
お
か
れ
て
は
、
活
動
重
点
目
標
・

事
業
計
画
が
、
質
が
高
く
個
性
あ
る
目

標
と
計
画
が
組
ま
れ
、
全
単
会
、
拡
大

へ
の
絶
大
な
ご
協
力
と
支
援
の
態
勢
を

組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
深
く

敬
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
最
大
の
目
標
は
、
一
〇
〇
〇

社
拡
大
達
成
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
山

形
に
倫
理
の
灯
が
燈
っ
て
よ
り
十
五
年

が
経
ち
ま
し
た
。
倫
理
に
先
輩
に
敬
意

を
表
し
、
十
五
周
年
の
祝
賀
会
を
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
の
、
一
〇
〇
〇
社
達
成
記
念
祝
賀

会
、
十
五
周
年
祝
賀
会
、
併
せ
会
員
大

会
を
二
〇
〇
七
年
七
月
七
日
（
土
）
に
、

理
事
長
を
お
迎
え
し
、
盛
大
に
、
高
ら

か
に
記
念
の
日
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

一
〇
〇
〇
社
達
成
を
す
れ
ば
更
な
る

思
い
と
、
一
〇
〇
〇
の
大
い
な
る
組
織

の
力
、
重
要
度
が
よ
り
高
ま
り
、
会
員

の
方
々
へ
の
責
任
と
、
一
人
一
人
の
こ

の
学
び
へ
の
強
い
思
い
と
、
質
を
更
に

高
め
る
努
力
が
深
ま
っ
て
い
き
、
社
会

は
自
然
と
受
け
入
れ
を
始
め
、
自
然
と

強
い
力
で
歯
車
が
回
っ
て
い
く
も
の
と

思
い
ま
す
。
新
た
な
倫
理
の
仲
間
を
、

か
け
が
え
の
な
い
故
郷
、
家
族
、
会
社
、

国
家
の
た
め
、
敢
然
と
し
て
起
っ
て
参

り
ま
し
ょ
う
。

　

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
『
倫

理
１
７
０
０
０
』
に
、
酒
田
米
菓
㈱
さ

ん
、
㈱
シ
ベ
ー
ル
さ
ん
が
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

昨
年
の
丸
菱
食
品
㈱
さ
ん
と
併
せ
三

社
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
心
よ
り
敬

意
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
指

導
戴
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
達
の
先
輩
で
あ
り
仲
間
の
『
家
庭

倫
理
の
会
』
、
九
月
十
八
日
に
辞
令
交

付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
力
強
く
拡
大

が
進
め
ら
れ
、
準
が
取
れ
正
会
と
な
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
今
年
度
は
二
十
周
年

記
念
で
あ
り
、
十
九
年
七
月
八
日
祝
賀

会
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
法
人
会

と
し
て
は
両
輪
で
あ
り
、
大
い
な
る
喜

び
で
あ
り
ま
す
。
連
帯
を
持
っ
て
行
き

ま
し
ょ
う
。

　

今
、
世
界
は
特
に
日
本
は
、
深
い
水

準
で
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま

す
。
未
来
は
急
激
な
速
度
で
変
貌
を
す

る
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
私
達
は
重
要
な

使
命
を
担
っ
て
い
ま
す
。
倫
理
と
い
う

人
生
の
座
標
軸
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

倫
理
を
無
窮
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
頑
張
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

皆
様
の
事
業
の
更
な
る
ご
発
展
と
、

ご
家
庭
の
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ
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朝
八
時
五
分
よ

り
朝
礼
を
行
い
ま

す
。
社
是
信
条
唱

和
の
後
、
当
番
が

「
職
場
の
教
養
」

を
朗
読
し
、
所
感
を
述
べ
ま
す
。
昨
日

ま
で
の
営
業
社
員
の
実
績
発
表
後
、
本

日
の
目
標
を
各
自
よ
り
申
告
し
ま
す
。

そ
し
て
諸
事
連
絡
事
項
の
伝
達
の
後
、

社
長
よ
り
所
感
を
述
べ
ま
す
。
「
接
客

十
大
用
語
」
唱
和
、
平
成
十
八
年
度
経

営
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
己
の
殻
を
破
れ
! !
」

を
唱
和
し
て
終
了
し
ま
す
。

　

営
業
は
個
々
の
メ
ン
タ
ル
な
部
分
が

大
き
く
影
響
し
ま
す
。
朝
、
大
声
を
出

し
て
気
持
ち
を
高
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
実
績
が
わ
る
く
落
ち
込
ん
で
い

る
社
員
に
笑
顔
で
飛
び
出
し
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
社
長
の
仕
事

は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
特
に
朝
礼

は
非
常
に
重
要
で
す
。
心
を
一
つ
に
す

る
為
の
大
切
な
時
間
で
す
。

　

今
年
四
月
よ
り
上
山
倫
理
法
人
会
の

設
立
に
と
も
な
い
入
会
し
ま
し
た
。
「
職

場
の
教
養
」
は
日
々
私
達
に
必
要
な
多

く
の
視
点
か
ら
の
お
話
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ま
で
の
朝
礼
は
と
も
す
る
と
販
売

実
績
に
つ
い
て
の
み
に
偏
っ
て
し
ま
い
、

あ
る
意
味
ギ
ス
ギ
ス
し
た
感
じ
で
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
「
職
場
の
教
養
」

を
十
分
に
活
用
し
て
、
法
人
会
の
Ｍ
Ｓ

の
良
い
部
分
、
例
え
ば
開
始
前
の
ベ
ル

の
活
用
と
か
を
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
て

活
気
あ
ふ
れ
る
朝
礼
に
し
て
ゆ
き
ま
す
。

　
　

倫
理
に
ふ
れ

て
か
ら
も
う
十
二

年
に
も
な
り
ま
す
。

初
め
は
、
名
の
通

っ
た
社
長
さ
ん
が

朝
早
く
か
ら
勉
強
会
に
出
て
い
る
の
に

驚
き
、
自
分
も
続
け
ら
れ
る
か
不
安
が

あ
り
ま
し
た
。
途
中
中
だ
る
み
も
あ
り

ま
し
た
が
、
ス
ポ
ン
サ
ー
の
高
橋
さ
ん

と
皆
さ
ん
に
助
け
ら
れ
現
在
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。

　

三
年
前
に
山
形
市
の
事
務
長
の
お
話

が
あ
っ
て
決
め
か
ね
て
い
た
と
き
、「
何

を
勉
強
し
て
き
た
。
倫
理
は
、『
は
い
』

し
か
な
い
。」
と
言
わ
れ
「
ハ
イ
」
と
引

き
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ハ
ハ
ハ
！

　

現
在
の
事
務
所
も
な
く
、
前
事
務
長

が
Ｍ
Ｓ
の
文
書
作
成
等
自
分
で
作
っ
て

い
て
大
変
さ
を
見
て
い
た
の
で
、
Ｍ
Ｓ

も
陰
で
こ
ん
な
に
動
い
て
い
る
人
が
い

て
成
立
し
て
い
る
、
自
分
も
お
手
伝
い

が
で
き
る
か
不
安
で
し
た
が
、
一
年
の

つ
も
り
が
三
年
に
も
な
り
ま
し
た
。（
事

務
職
員
が
居
り
楽
に
成
り
ま
し
た
）
事

務
局
を
し
て
い
ろ
い
ろ
な
方
と
お
話
で

き
考
え
方
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

①
「
ハ
イ
」
で
（
話
を
聞
く
）
ほ
と
ん

ど
の
問
題
が
消
滅
又
は
小
さ
く
な
る
。

②
自
己
中
心
を
マ
イ
ナ
ス
（－）
相
手
中
心

を
プ
ラ
ス
（＋）
と
考
え
る
と
力
の
あ
る
自

己
中
心
の
人
が
行
動
す
れ
ば
す
る
ほ
ど

マ
イ
ナ
ス
が
大
き
く
な
り
害
も
多
く
な

る
…
小
さ
く
と
も
相
手
中
心
で
行
動
し

世
に
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

③
当
社
が
小
学
校
前
に
あ
り
、
学
校
の

周
り
の
道
に
ゴ
ミ
と
タ
バ
コ
の
吸
い
殻

が
あ
ま
り
に
多
く
、
子
供
た
ち
に
大
人

の
恥
を
見
せ
た
く
な
い
と
思
い
、
五
年

位
前
よ
り
毎
日
十
分
か
ら
十
五
分
ゴ
ミ

拾
い
を
し
て
い
ま
す
。
初
め
は
恥
ず
か

し
さ
と
の
戦
い
で
し
た
。
今
は
近
所
の

方
が
声
を
か
け
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、

他
の
近
所
の
方
も
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
く

れ
、
学
校
の
周
り
が
き
れ
い
に
な
り
ま

し
た
。
人
は
き
っ
か
け
が
あ
る
と
行
動

を
始
め
ま
す
。
き
っ
か
け
を
与
え
ら
れ

る
行
動
を
し
て
行
き
た
い
。

④
倫
理
を
学
ん
で
か
ら
、
ま
ず
相
手
の

話
を
聞
け
る
よ
う
に
な
り
、
知
識
の
吸

収
の
幅
が
広
が
っ
た
り
相
談
が
く
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
一
生
涯
の

学
び
と
し
て
倫
理
と
歩
い
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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　「次期の会長を引き受けてもらいませんか」と当時

の中村会長からお話しがあったのは、たしか平成１７

年のまだ多少寒さが残っている頃だったと思います。

当時はＰＴＡの役員はじめ、いくつかの会の代表を務

めて居り、しばらく待ってもらえないだろうかとお願

いしたところ、１年間だけ待ちましょうということで

了解をしていただきました。

　１年かけてなんとか会長を逃れるすべを考えようと

知恵を絞りましたが、なかなか良い知恵が浮かばず、

この度会長を拝命することになりました。

　歴代会長に比べ人格・識見・能力に劣り、倫理的な

生活をし、倫理経営を実践し、実績を上げているか問

われるとはなはだ自信がないのですが、倫理の学びを

通じて少しでも歴代会長の皆様方に近づけるように考

えているところです。

　今年は山形県倫理法人会が設立されてから１５年目

の記念すべき年となります。私ども山形市倫理法人会

が１５周年の記念式典を主管させていただくことにな

りますが、山形県の倫友全員で成功を目指し頑張りま

しょう。

　平成十九年度米沢市倫理法人会会長に就任致しまし

た小島です。本年度の活動指針を下記に述べさせて頂

きます。今年度のテーマは「倫理の原点に帰ろう」で

あります。最初に倫理と出会ったのは米沢市倫理法人

会設立時であります。季節は真冬で豪雪の中、山形市

倫理法人会熊谷会長はじめ多くの倫友が早朝より米沢

に駆けつけて戴き、モーニングセミナーを実施しまし

た。山形市倫友様の熱意こそが、私が倫理に傾倒した

原点であります。今年度は、その思いを受けて長井市

に仲間を作る事で広く普及して行く決意であります。

活動方針は「モーニングセミナーの活性化」と致しま

した。倫理の原点は何と言ってもモーニングセミナー

です。倫理実践者のお話をお聞きし、自らも触発され

倫理を実践していく。そして、会員自身が、多くの会

員の前で実践の成果を発表していく。そんなモーニン

グセミナーを目指して参ります。

　天童市倫理法人会の今年度の目標は現在の会員数の

約倍、１００社を目指します。またＭＳ出席社は２０

社（平均）。新生天童市倫理法人会の意気込みをもっ

て始動いたしました。これまで県役員の方々はじめ単

会の皆様には常々ご協力やらご心配やらおかけしてお

ります。しかしながら天童市倫理法人会にも誇れるも

のもあります。それは、ＭＳ出席者の朝食参加率の高

さです。会場である「滝の湯ホテル」さんの朝食バイ

キングの人気もさることながら、会員の方々のつき刺

すような熱いまなざしは、セミナー終了後もそのまま

冷めることなく朝食会場へと移行いたします。いわば

少人数ならではのメリットでもあり、相互信頼関係の

充実の現れでもあります。臨機応変に１人何役もこな

す「あうんの呼吸」ならぬ「倫理の呼吸」が自然と構

築され参加された単会の皆様にオーラと安らぎを与え

ております。今年度はこの「倫理の呼吸」をもって会

員一同普及拡大に望み、更に更にパッション（熱情）

を加え、邁進いたします。

　９月の新年度から、私共倫理法人会は４年目を迎え

ます。疾風のごとく３年が経過しましたが、振り返っ

て見ますと様々な活動とその感動が思い出されます。

とりわけ今年２月の富士高原研修所での経営者倫理セ

ミナー、そして５月１８日の倫理経営講演会等々充実

した学びの場であったと確信しております。会員各位

のご理解と、中村俊光相談役（前会長）の包容力とご

指導によるものと、改めて感謝を申し上げます。

　私事新年度より当会の会長を仰せつかりましたが、

まだゆれ動いて軸足が定まらずに大変ご迷惑とご心配

をおかけしておりますが、会員の皆様のご支援のもと

協力、協調して取り組んで参りたいと思います。

　会員拡大、或いはＭ・Ｓの活性化等、重点目標につ

いては総力を挙げて邁進しなければなりませんが、一

応まだＭ・Ｓにもご出席をいただけない会員の方には、

じっくりと根気よく啓発する事により、倫理活動をご

理解いただき「はじめの一歩」を踏み込んでもらう事

が私共の責務ではないかと思っております。

　拙い会長となりますが、１９年度よろしくお願い申

し上げます。

『一人光る、皆光る』～秋のように明るく、春のよう

に朗らかに～

　明朗な人には人や物が集まってきます。明るくすな

おな心を持ち続けると、人生を変えるすばらしい出会

いがやってきます。

　まず、自分が輝く。するとまわりの人が輝き出す。

そして私たちが輝けばきっと社会が、日本が輝き出し

ます。

　「一人光る、皆光る。私は今この瞬間を、秋のよう

に明るく、春のように朗らかに生きよう」これが平成

１９年度の活動理念です。

　この理念をより良く実践するために〔普及目標〕１

４０社、〔ＭＳ目標〕３５社、〔地域貢献目標〕長井

市設立支援１０社、という数値目標を設定しました。

　私たち蔵王は会員さん、明日の会員さんが自己革新

を実践するためのお役に立つよう活動してまいります。

ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。

　酒田市倫理法人会いよいよ開設３年目を迎えました。

設立が平成１６年６月２９日で、ぎりぎり駆込みの１

０４社でのスタートでした。２年目は９０社になり、

最低時は８４社になりました。が、３年目の６月２９

日は法人資格の１０２社まで戻して、倫理経営講演会

を盛大に行いました。この勢いを駆って平成１９年度

普及目標を６月２９日までに１２０社に決定いたしま

した。本年度は法人局全体目標が１１月、５万社達成。

山形県法人会も７月７日、９単会、1000社に決まっ

ております。目標必達は会社経営も同じです。決心が

強いか弱いかによって仕事の成否が決まるが、決心と

いうことは今までなかったことをこうしようと信念を

固めることである（栞Ｐ１０５）。多くの皆様にモー

ニングセミナーに参加していただきたい。そこは「楽

せず楽しむ」心の鍛練の場であり、信念を固めるとこ

ろであります。倫理の素晴らしさを体得し、広く仲間

に伝えて、自社の発展と地域の活性化に役立ててゆき

たい。

　９月１３日、天童・滝の湯ホテルさまで、平成１９

年度辞令交付式が開催されました。式典終了後、懇親

パーティーがあり、「中ジメの挨拶をしてくれ」との

ご指名をいただきました。私の性格から、そういう慣

用句や美辞麗句を並べた話は大嫌い。勿論、私個人の

好みですから、他人に「それはいけない」と否定はし

ませんし、他人様のそういうご挨拶だってしっかり聞

きます。ただ、自分だったらそういう話はしない、と

いうだけのことです。

　中ジメで忘れてならないのは、料理そのものとそれ

を作ってくださった人たち、会場でお世話してくださ

った人たちへの感謝の言葉。

　様々な場面でショートスピーチを依頼されることが

あります。それも多くは「突然頼まれる」ことが多い

ものです。そういうケースでは事前に準備をする時間

がありません。「その時」に備えて準備をしておくこ

とは出来ます。話のネタを沢山用意して、引き出しに

入れておき、状況に応じて引き出しから出す。勿論、

個人的に練習することも必要です。さらに実践的な練

習場所がありますね。それは、それはモーニングセミ

ナーでの会員スピーチです。

山形市倫理法人会

会　長 伊　藤　明　彦

米沢市倫理法人会

会　長 小　島　　　勤

天童市倫理法人会

会　長 多　田　竣　一

寒河江市倫理法人会

会　長 桜　井　　　仁

酒田市倫理法人会

会　長 佐　藤　　　茂

鶴岡市倫理法人会

会　長 秋　山　周　三

山形市蔵王倫理法人会

会　長 鈴　木　隆　一

各単会長挨拶

　上山市倫理法人会設立から早いもので4ヶ月が経過いたしました。
　設立以来モーニングセミナーも、この4ヶ月平均で約30社・40名程の出席
状況で、まずは会長として胸を撫で下ろしているところでございます。
　しかし、最近モーニングセミナーの出席企業も決まってきている観があり、
いかに魅力あるモーニングセミナーを企画実現していくかが今後の大きな課
題であると考えております。
　又、当会の活性化を図る前に大切な事は、各委員会の役員同士のフェイス・
トゥ・フェイスのコミュニケーション力と考え、只今委員会毎の親睦会を開
催中でございます。“倫理法人会も企業も組織の活性化なくして成長発展な
し”であると改めて再認識し、やはり最後は「人」であると痛感いたします。
　それでは会長として心を引き締める意味で、平成19年度上山市倫理法人会
の活動計画書をこの紙面をお借りいたしまして各単会に発信させていただき
ます。
活動重点目標
　①普及目標
　・2006年9月1日より、役員23名が6社程会員を担当し、フェイストゥフ
　　ェイスで退会防止を図る。
　・2007年4月1日より、50社・100名のＭＳを実現し、普及拡大の発信基
　　地とする。
　②モーニングセミナー目標
　・2006年9月1日より、役員の意思疎通を強化するため、役員朝礼出席者
　　を15名以上とし本会の活性化を図る。
　・モーニングセミナーは全員参加型の倫理塾にしていく。
　③地域貢献目標
　・本会が上山市活性化に不可欠な団体になることを目指す。
　◆普及目標
　・平成19年8月末120社を達成します。
「目標は高く、頭は低く、実践は足元からコツコツと」
　倫理で教えていただいた私の大好きな言葉です。この気持ちでこの一年間、
フレンドリーで且つ上山市に必要とされる存在感のある上山市倫理法人会に、
一日も早くなれるよう邁進していきます。
　みなさまからのご教示の程よろしくお願いいたしまして会長挨拶といたし
ます。

上山市倫理法人会

会　長 晋　道　純　一
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家
庭
倫
理
の
会
山
形

会
長　

相
馬　

紀
子

　

「
創
生
の
第
二
ス
テ
ー
ジ
」
と
な
る
平
成
十
九
年
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
法
人
会
様
に
は
、
創
生
初
年
度
に
沿
っ

た
多
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
今
年
は
、
昨
年
の
決
意
の
と
お
り
「
家
庭

倫
理
の
会
山
形
設
立
」
が
実
現
出
来
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

又
、
法
人
会
様
に
は
、
県
内
各
単
会
か
ら
お
招
き
い
た
だ

き
Ｍ
Ｓ
で
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
様
々
な
場
を
通

し
て
親
し
く
交
流
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
事
が
私

共
の
運
動
の
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
、
私
に
と
っ
て
も
っ
と
も
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
は
、

「
県
法
人
会
の
一
〇
〇
〇
社
達
成
」
の
節
目
と
「
家
庭
倫
理

の
会
山
形
設
立
」
が
、
来
る
七
月
七
日
、
八
日
と
同
時
に
、

し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
理
事
長
を
お
迎
え
し
て
、
盛
大
に
挙
行
す

る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
諸
事
情
の
こ
と
を
考

え
合
わ
せ
る
と
、
こ
ん
な
事
が
実
現
出
来
る
と
い
う
こ
と
は

「
夢
の
ま
た
夢
」
、
山
形
県
に
倫
理
運
動
の
旋
風
が
お
き
た

天
の
配
剤
と
思
っ
て
感
動
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
、
何
か

に
つ
け
ご
理
解
と
ご
配
慮
を
い
た
だ
け
た
賜
物
と
深
く
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

九
月
十
三
日
（
水
）
県
役
員
辞
令
交

付
式
が
天
童
市
の
滝
の
湯
ホ
テ
ル
で
柴

田
津
與
志
幹
事
長
の
進
行
で
行
わ
れ
、

中
村
俊
光
副
会
長
よ
り
開
式
の
言
葉
で

始
ま
り
、
北
海
道
・
東
北
方
面
長
三
浦

貴
史
氏
の
読
上
げ
、
そ
し
て
法
人
局
局

長
中
西
浩
氏
よ
り
辞
令
を
頂
き
ま
し
た
。

　

活
動
表
彰
と
し
ま
し
て
、
寒
河
江
市

倫
理
法
人
会
主
催
の
倫
理
経
営
講
演
会

に
参
加
人
数
一
二
九
五
名
と
い
う
驚
異

の
参
加
人
数
で
全
国
一
位
の
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
株
式
会
社
シ
ベ

ー
ル
様
・
酒
田
米
菓
株
式
会
社
様
に
倫

理
ラ
イ
セ
ン
ス
認
定
書
（
倫
理
１
７
０

０
０
）
授
与
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
近

清
剛
会
長
、
各
単
会
会
長
、
拡
大
委
員

長
よ
り
決
意
発
表
が
行
わ
れ
、
方
面
長

三
浦
貴
史
氏
よ
り
激
励
の
言
葉
を
頂
き
、

最
後
に
中
村
恒
一
副
会
長
よ
り
閉
式
の

言
葉
で
無
事
辞
令
交
付
式
が
終
了
し
ま

し
た
。

　

第
二
部
の
懇
親
会
で
は
、
奥
山
正
明

事
務
長
の
進
行
で
な
ご
や
か
な
楽
し
い

懇
親
会
で
あ
り
ま
し
た
。

　

去
る
十
月
四
日
、
山
形
市
倫
理
法
人
会
主
催

の
「
音
楽
の
夕
べ
と
観
月
の
宴
」
が
、
山
寺
は

風
雅
の
国
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
村
川
千
尋
様
と

ピ
ア
ニ
ス
ト
加
藤
希
望
様
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
は
、
観
月
の
宴
に

ふ
さ
わ
し
い
雰
囲
気
の
建
物
の
中
で
、
風
雅
な

音
楽
を
楽
し
み
、
優
雅
に
食
事
を
味
わ
い
な
が

ら
倫
友
と
語
ら
い
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

風
雅
の
国
で

　

「
観
月
の
宴
」

風
雅
の
国
で

　

「
観
月
の
宴
」

風
雅
の
国
で

　

「
観
月
の
宴
」

新
年
度
に
想
う
こ
と

新
年
度
に
想
う
こ
と

新
年
度
に
想
う
こ
と

新
年
度
に
想
う
こ
と

新
年
度
に
想
う
こ
と

新
年
度
に
想
う
こ
と

新
年
度
に
想
う
こ
と

新
年
度
に
想
う
こ
と

新
年
度
に
想
う
こ
と

新
年
度
に
想
う
こ
と

新
年
度
に
想
う
こ
と

新
年
度
に
想
う
こ
と

山形県倫理法人会ホームページ　http://www.yamagata-rinri.net
Eメール　info@yamagata-rinri.net

名誉会長

会　　長

副 会 長

副 会 長

幹 事 長

副幹事長

事 務 長

副事務長

監　　査

監　　査

普及拡大委員長

　〃　副委員長

モーニングセミナー委員長

　〃　副委員長

研修委員長

　〃　副委員長

朝礼委員長

　〃　副委員長

広報委員長

　〃　副委員長

女性委員長

　〃　副委員長

相 談 役

相 談 役

相 談 役

相 談 役

本間　利雄

近　　清剛

中村　俊光

中村　恒一

柴田津與志

木村　健彦

奥山　正明

小松　幸弘

伊藤　善吉

川合　賢助

岡崎　大造

市村　清勝

戸田　一郎

菅原　利明

荒井　捷夫

五十嵐慶三

中村　恵一

山口マツ子

小松　健一

荒井　照雄

鈴木　貞子

熊谷トシ子

三浦孝太郎

菅野　茂正

熊谷　眞一

矢吹　海慶

本間利雄設計事務所

㈱三奥屋

丸菱食品㈱

㈱マルナカ中村商店

柴田原料㈱

㈱木村醤油店

㈱奥山会計事務所

小松建設㈱

本間利雄設計事務所

川合賢助税理士事務所

ニット　オカザキ

㈱市村工務店

㈱戸田文商店

㈲庄内コンビネーション

㈱山形組

㈱竹原屋本店

㈱大清

㈲いろは寿司

寒河江印刷㈱

㈲アシスト

㈲カワダ薬局

㈱うさぎ

㈱三浦板金製作所

㈱二ホン総建

㈱シベール

平成19年度 山形県倫理法人会 役員名簿

（宗）妙法寺

役　　職 氏　　名 会　　社　　名

平
成
十
九
年
度

山
形
県
倫
理
法
人
会
役
員
辞
令
交
付
式

平
成
十
九
年
度

山
形
県
倫
理
法
人
会
役
員
辞
令
交
付
式
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「倫理１７０００」は、倫理経営に精励し、地域社会に多大な貢献をしている会員企業を、倫理研究所が認定する
資格制度です。「倫理１７０００」の「１７」は、日頃からテキストとして学び、実践している『万人幸福の栞』
十七カ条を意味します。「０００」は、純粋倫理の特色である「明朗・愛和・喜働」の三つの心を表現しています。
　企業の体質が問われる昨今、自社を「倫理経営」の視点からチェックすることにより、健全な企業づくりをサポ
ートすることに繋がります。また三年に一度、その内容を再審査することで、さらなる倫理経営推進の後押しを客
観的かつ継続的に行ないます。
　経営者自身が常に自己革新をはかり、倫理経営を実践する社風を作り上げることが人類の幸福への第一歩です。
家庭で、地域で、「日本創生」に大きく貢献せんとする企業を、倫理研究所は応援いたします。

　

こ
の
度
、
栄
誉
あ
る
「
倫
理
１

７
０
０
０
」
の
認
定
を
受
け
、
大

変
光
栄
に
思
う
と
同
時
に
非
常
に

重
い
も
の
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま

す
。

　

「
倫
理
１
７
０
０
０
」
は
、
倫

理
経
営
に
精
励
し
、
地
域
社
会
に

多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
会
員
企

業
に
与
え
ら
れ
る
ラ
イ
セ
ン
ス
で

あ
り
、
そ
し
て
「
１
７
」
は
「
万

人
幸
福
の
栞
」
の
十
七
か
条
で
あ

り
、
「
０
０
０
」
は
「
明
朗
」
・

「
愛
和
」
・
「
喜
働
」
の
三
つ
の

心
を
表
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

昭
和
四
十
二
年
東
京
墨
田
区
押

上
実
践
部
の
法
人
会
員
と
な
り
、

以
来
、
倫
理
を
会
社
経
営
の
基
本

に
据
え
て
き
ま
し
た
。
昭
和
六
十

年
墨
田
区
倫
理
法
人
会
に
移
籍
し
、

平
成
十
六
年
酒
田
市
倫
理
法
人
会

設
立
と
同
時
に
移
籍
入
会
い
た
し

ま
し
た
。
倫
理
経
営
に
精
励
と
は

程
遠
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
続
け
る

こ
と
が
大
切
と
落
伍
し
な
い
よ
う

に
し
が
み
つ
い
て
き
ま
し
た
。
地

域
社
会
貢
献
も
特
に
米
菓
と
い
う

仕
事
柄
、
米
作
地
域
に
若
干
の
貢

献
は
し
て
い
る
と
自
負
し
て
お
り

ま
す
。
昭
和
六
十
三
年
創
業
者
佐

藤
栄
一
が
黄
綬
褒
章
を
、
又
平
成

五
年
山
形
県
産
業
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
こ
れ
も
み
な
倫
理
の
お
陰

で
す
。
が
、
ま
だ
ま
だ
み
ん
な
に

喜
ば
れ
る
状
態
で
な
く
、
道
半
ば

で
す
。
ま
た
「
１
７
０
０
０
」
は

当
初
か
ら
朝
礼
に
「
十
分
間
の
朝

礼
」
そ
し
て
「
職
場
の
教
養
」
を

取
り
入
れ
て
社
員
教
育
の
一
環
と

し
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
経
営
者

も
「
楽
せ
ず
楽
し
む
」
を
心
が
け
、

季
節
の
移
り
変
わ
り
を
楽
し
み
な

が
ら
、
早
朝
「
お
は
よ
う
倫
理
塾

会
場
」
に
通
い
続
け
て
お
る
と
こ

ろ
で
す
。
が
、
な
お
道
遠
し
で
す
。

今
回
の
ラ
イ
セ
ン
ス
は
古
参
会
員

に
、
永
く
や
っ
て
お
れ
ば
良
い
と

い
う
も
の
で
は
な
い
、
も
っ
と
し

っ
か
り
や
れ
と
い
う
叱
声
と
激
励

を
込
め
た
賜
物
と
心
得
、
ま
た
こ

の
認
定
が
会
員
各
位
の
倫
理
運
動

推
進
の
励
み
に
な
れ
ば
と
念
じ
な

が
ら
拝
受
い
た
し
た
次
第
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
機
に
社
員
共
々
、

倫
理
経
営
に
改
め
て
情
熱
と
執
念

を
込
め
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

会
員
各
位
か
ら
の
一
層
の
ご
指

導
と
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
そ
し
て
本
年
度
七
月
七
日
、

山
形
県
倫
理
法
人
会
十
五
周
年
、

会
員
一
〇
〇
〇
社
達
成
を
心
か
ら

祈
念
い
た
す
と
こ
ろ
で
す
。

　

覆
面
の
審
査
員
が
い
つ
訪
れ
た

の
か
ち
っ
と
も
知
ら
な
い
で
居
た

と
こ
ろ
に
、
倫
理
１
７
０
０
０
の

認
定
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
二

年
前
に
は
、
と
て
も
そ
ん
な
レ
ベ

ル
は
あ
り
ま
せ
ん
と
辞
退
し
ま
し

た
が
、
今
回
は
有
難
く
頂
戴
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
レ
ベ
ル

に
達
し
た
な
ど
と
思
っ
て
い
る
訳

で
は
決
し
て
な
く
、
先
に
頂
い
て

お
い
て
徐
々
に
そ
の
レ
ベ
ル
に
迫

っ
て
い
く
の
も
一
つ
の
方
法
で
は

な
い
か
、
と
思
い
返
し
た
か
ら
で

す
。
具
体
的
な
基
準
が
明
確
に
示

さ
れ
た
訳
で
は
な
か
っ
た
の
で
、

私
の
方
か
ら
、
社
員
手
帳
、
四
十

周
年
記
念
誌
、
執
筆
中
の
小
論
「
倫

理
経
営
私
論
」
を
提
出
し
て
、
そ

の
方
向
で
実
践
し
て
い
る
か
ど
う

か
、
厳
し
く
審
査
し
続
け
て
下
さ

る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

倫
理
経
営
と
は
、
い
く
つ
か
あ

る
経
営
ス
タ
イ
ル
の
選
択
技
の
一

つ
で
は
な
く
、
二
十
一
世
紀
に
生

き
残
る
経
営
は
こ
れ
し
か
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
最

上
位
概
念
は
、
地
球
倫
理
で
あ
る

と
確
信
し
ま
す
。
「
地
球
に
優
し

く
」
の
標
語
は
勘
違
い
も
い
い
と

こ
ろ
、
地
球
は
太
陽
に
だ
け
優
し

く
さ
れ
れ
ば
い
い
の
で
す
。
人
類

の
百
年
は
地
球
の
時
計
に
換
算
す

れ
ば
、
一
分
に
も
満
た
な
い
で
し

ょ
う
。
空
に
太
陽
が
あ
る
限
り
、

地
球
は
何
度
で
も
微
生
物
か
ら
や

り
直
す
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
地

球
が
四
十
年
前
に
比
べ
て
、
多
分

十
分
の
一
以
下
に
縮
ん
で
し
ま
い

ま
し
た
。
人
類
の
文
明
が
生
ん
だ

あ
だ
花
が
そ
う
し
た
の
で
す
。
人

間
が
地
球
以
外
の
天
体
に
住
め
な

い
こ
と
は
、
は
な
か
ら
分
か
っ
て

い
ま
す
。
万
物
の
霊
長
を
豪
語
す

る
人
類
を
頂
点
と
し
て
、
あ
ら
ゆ

る
生
物
が
、
地
球
が
青
い
り
ん
ご

だ
と
し
た
ら
、
あ
の
薄
い
青
い
皮

一
枚
の
と
こ
ろ
に
生
き
て
い
る
の

で
す
。

　

敗
戦
と
共
に
押
し
付
け
ら
れ
た
、

あ
の
ぼ
っ
ち
ゃ
ん
的
理
想
主
義
の

憲
法
が
実
は
今
、
世
界
で
最
も
進

ん
だ
、
優
れ
た
憲
法
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
風
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
は
い
か
が
お
思
い
で
す
か
。

倫
理
ラ
イ
セ
ン
ス
を

　
　
　
　
　

受
賞
し
て

株式会社シベール
代表取締役社長

熊 谷 眞 一

倫
理
ラ
イ
セ
ン
ス
を

　
　
　
　
　

受
賞
し
て

酒田米菓株式会社
代表取締役会長

佐 藤 　 茂

■ 倫理17000とは

倫
理
１
７
０
０
０
受
賞
お
め
で
と
う

倫
理
１
７
０
０
０
受
賞
お
め
で
と
う


